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１．は じ め に

高 齢 者 人口 の 増 加 や ノ ーマ ラ イ ゼ ーシ ョ ン の 進 展 に 伴い 、高齢 者 や 障 害 者 の 活 動 範 囲が 家 庭 の 中 か ら 、

街 へ 、ビ ジ ネス ・レ ジ ャ ーヘ 、そ し て 海 外 へ と 広 が っ て ゆ く に つ れ、健 常 者 と と も に 一般 の 製 品 や 建 築 、

サ ービ ス な ど を 利 用 す る 場 面 は ます ます 増 加 し て き てい る 。こ れら の 動 向 に対 応 し 、大 きな ビ ジ ネ スチ

ヤン スと し て 、各 企 業 で も 福 祉 機 器 開 発 や 自 社 製品 の 高 齢 社 会 型 へ の 対 応 な ど が 取 り 組 ま れて い る。

そ の な か で 、高 齢 社 会 に 対応 し た新 し い コ ン セプ ト と し て 注 目 さ れて い る の が「共 用 品 」で あ る。共

用 品 は 、多 く の ユ ーザ ーに シーム レ ス な バリ ア フリ ー環 境 と 使用 性 の 向 上 を 、そ し て メ ーカ ーに は 製 品

対 象 市 場 の 拡 大 と 社 会 的 ・文 化 的 な貢 献 を 可 能 と す る も の と し て 期 待 さ れ て い る。

共 用 品 と は 、誰 にで も 使 い や す い 製 品 、す な わ ち 高 齢 者 や 障 害 者 な ど 身 体 に障 害 や 機 能 低 下 の あ る 人

も、障 害 の な い 健 常 な 人 も、共 に 使 い や す くな っ て い る 、あ る い は 使い や す い 配 慮 の あ る 製 品 で あ る 。

通 常 の 一 般 製品 は 、健 常 な成 人 な ど「平 均 的 な 人」を 想 定 し て 開 発 さ れて お り 、身 体 機 能 の 低下 や障

害 の あ る 高 齢 者 ・障 害 者 に と っ て は 使 え ない 、使 い に くい な どの バ リ ア（障 壁 ）を 感 じ る こ と も 多 い 。

製 品 が 生 む バリ ア を 解 消 す る た め に は、個 別 に配 慮 し た 福 祉用 具 等 の よ う に 、そ の 人 に 合 っ た 専 用 の

製 品 と し て 開 発 す る こ と が 一つ の 方法 で あ る。

ま た、既 存 の 商 品 に改 良 を 加 え 、障 害 に 適 合 させ るこ とで バリ ア を 解 消 す る 方 法 もあ る。

一 方 、開 発 の は じ め か ら 高 齢 者 や 障 害 者 を 考慮 に 入 れ、誰 に で も使 い や す い「共 用 品」と し て 開発 す

る こ と は、使 用 者 の 利 益 と 企 業 の 利 益 を 同 時 に 実現 す る よい 方 法 で あ る 。

高 齢 者 も 加 齢 に よ る 身 体 機 能 の 低 下 は あ る もの の 、８割 以 上 が 健 康 で 元 気 な 人。誰 に で も使 い や す い

共用 品 開発 は 時 代 の 要 請 と なっ て い る 。

2.高 齢 者 ・障 害 者 の 生 活 を 広 げ る 共 用 品

共 用 品 に 見 ら れ る 誰 に で も使 い や す い 配 慮 や 工 夫 、例 え ば シ ャ ン プ ー容 器 の 側 面 に あ る ぎ ざ ぎ ざマ ー

クや 電 話 機 の ５の ボ タ ン上 の 凸 マ ーク など の 触覚 識 別 マ ーク は ､視 覚 障 害 者 に も確 実 な操 作 を可 能 に し

てい る し ､車 椅 子 で も使 い やす い 現 金 受 払 機 や メロ デ ィで 安 全 な 横 断 を 知 らせ る 信 号 機 は公 平 な 社 会 参

加 の 実 現 を サ ポ ート し て い る。共 用 品 や 共 用 化 へ の 配 慮 や 工 夫 が 、高 齢 者 や 障 害 者 を 含 む多 く の 人 の 日

常 生 活 や 活 動 の幅 を 広 げ て い る の で あ る 。

図 表 Ｉ触 覚 識 別 マ ーク 付 容 器 の 例 図 表 ２　電 話 機 の ５の ボ タン の 上 にあ る凸 マ ーク

共 用 品 が 使 用 対 象 と 想 定 す る 人 に は 、健 常 者 の 他 、視 覚 、聴 覚 、上 肢 ・下 肢 等 の 障 害 を持 つ 人 、加 齢

に よ る 機 能 低 下 の あ る 高 齢 者 、怪 我 や 妊 娠 な ど 一時 的 な 障 害 者 ､左 利 き な ど の 身 体 的 特 徴 を 持 つ 人 も含
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んでいる。

３．「共 用 品 」と は

共用品 の概念 を提 唱し、普 及 を進 めている（財 ）共 用品推 進機構で は、共 用 品の必 要条 件とし て以 下

の ５つ の項 目をあげ ている I）。

I）身 体的 な障 害・機 能低下のあ る 人も、な い 人も、共 に使い やすく なってい る製品。

2）特 定の障害 ・機 能低 下のあ る人向 け の専用品で はない もの。

3）一 般 に入手 や利用の 可能な もの。

4）一 般的 な製品と比較 して、大 幅に高 価でない もの。

5）継 続的 に製造、販 売 、提 供 される もの。

上記条件 が定 めら れた背景に は、一 般 製品で も設計 によっ ては大幅 な価格の 上昇を もたら さずに高

齢者や障害者 も使いやすい 製品 を開発す ることは可能 であ り、ま た、そ れら共用化 の配慮 や工夫 は健常

者にとって も使用 性 を向 上させ るものが多い こ と、また誰で もが同 じ製品 を使え ること が共に生 きる社

会の基盤づ くり になる、と い っ た考え方 があ る。

4.共 用品 と一般 製品 、専 用品

図表 ３は 縦軸 に年 齢、横 軸に 身体機 能 をとっ て、市

場にあ る製 品群 を布 置 し た もの で ある。一 般 製品、高

齢者 製品 、福 祉 製品、乳 幼 児 製品 など 外側 に図示 さ れ

てい る領域 が専用品 を 示 し、図 表 の中央 の 丸で 囲 ま れ

た 部分が「共 用品」の 領 域を示 してい る。図 表 の左 に

位置 する一 般製品 は汎 用品 と もい わ れるが 、実 際に は

健常 者の専用品であ る場 合が多い。

一般製品 と福祉 用具 を比較 した 場合 、福 祉用 具は 身

体 機能を考 慮し た使い や すい専 用設計 に なっ てい る が

高価で種類が少 ないのに対 し、一 般 製品は 、入 手の容

易 性、デ ザ インや種類の多 様性 、低 価格な どの優 位性

を持ってい る。共 用品 とは、福 祉の 視点と 一般機 器の優

位性の双方 を合せ持っ た製品 といえ る。

図 表 ３　共 用 品 と 専 用 品

５．共 用 品 の デ ザ イ ン 開 発 支 援 に む け て

共用 品 は あ く まで も「で き る 限 り 多 くの 人」を 対 象 と し た 製 品 で あ る か ら 、一 般 製 品 と し て の 機 能 性

や 価 格 な ど を 確 保 し た う えで 、共 用 化 す る こ と に よ っ て 得 ら れ る 「対 象 の 拡 大 」「利 便 性 な ど の 向 上 」

「文 化 性 の 向 上 」な ど と の 調 和 を は か り な が ら 製品 化 さ れて い る。

通 産 省 福 祉 用 具 産 業 懇 談 会 の 調 査 2）で は 、共 用 製 品 の 市 場 規 模 は 、食 品 、電 気 、機 械 な ど の 分 野 で

９６年 度 が １兆 231億 円 ．９７年 度 が １兆 1265億 円 と 前 年 比 10.1％の 伸 び を 示 し て い る と 報 告 さ れて

い る 。し か し な が ら 、そ の 中 心 は 大 手 企 業 を 中心 と し た家 電 製 品 で あ り 、上 記 調 査 で は 金 額 の 約 30％

が 家 電 製品 で 占 め ら れ て い る 。中 小 企 業 で 上 記 調 査 の 対 象 に 含 ま れ たの は 数 社 の 製 品 に と ど まっ て い る

の が 現 状 で あ る 。

中 小 企 業 に お け る 共 用 製品 の 開 発 の 問 題 点 を 、当 所 にお け る デ ザ イ ン 相 談 事 例 な ど か ら 把 握 し 、図 表

４の よ う に まと め た。こ こ で は 問 題 点 の う ち 、図 表 ４内 の ５、６の 「ど の よ う に デ ザ イン す れ ば 、誰 で

も が 使い や す い 製 品 に な る の か わ か ら な い 。設 計 や デ ザ イ ンに 活 用 で き る 具 体 的 な 指 針 や 資 料 が 少 な い 。

統 ―的 な 共 用 化 デ ザ イ ン を 進 め る た め の 標 準 的 な 規 格 や ガ イド ラ イン が 少 な い 。」な ど の 課 題 に対 し 、
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中小企業においてもバリアフリーデ ザ イン 要 素を デ

ザ イン 開発 の 各プ ロ セ スで参 照 し 活用で きる よう 市

販製品に見 る配慮 や工夫をペ ース に分類 を試みた。バ

リアフリ ーデ ザイン要素と は、その製品の使 用者層 を

拡大 し、また使いやすさ を向 上させる デザ イン的 な配

慮 や工夫 で、バリ アをユ ニバ ーサ ルな方向で 解決する

アイデアをさす。ここで は外観等 から判別し やすいバ

リアフリーデ ザ イン要素を主 な抽 出対象 とした。

5-1　バ リ ア フ リ ーデ ザ イン 要 素 の 抽 出 と 分 類

ここでは、一 般 消費者の生活 用品全般 を対象 製品 分野

とし、使 用 環境 とのか かわりは考慮せず 製品本体 のみ

を対 象とした。一 般に 製品 の使用場面 にお いては 、製

品本 体 と使 用に かか わる環 境が 使用 者に とっ て適 切

になっ てい ることが必 要で ある。し かし ながら生活用

品にお いて はそ の使 用環 境 は使 用 者 に任 せ ら れてお

り、製 品側では規定 できないこ とに よる。

バリアフリ ーデ ザ イン要素の抽出 ･検 討 にあたっ て

は、実 際に高齢者 や障害者が使用 して便利 だっ た一 般

製品として発表 されてい るもの 3)、障害 者や高齢 者の

典用 品 醤髴を 纖める た めの 曝 題・間 題点

1翕 社の製品の生み出すバリアに気づかない

頒 半 半

s市 振の共用品とその配庶やＴ妛ａ噫 状を知らない

･苟 i･

[4冰
蟲に市場 が広 がるの か、メ リット かある か、

コストアップ、他 社との妓争 等の点で 鍵問 がある

-蜀 1

5慍 詆 讃 霜 唳 黠 雷
観品になるのか.貔 叶指針や資料がない

Ｓ翦 一的 な共同 化デザインを 進めるための

標準的 な規 格やガ イドラ イン が少ない

4蔘 ･

１7具 用化デザ インを導入し、闘 発した製贔

の評価 耄とうすれぱ X.４助 かわからない

［８關 発したものが共用品、jl－パ ーサルデ
ザインといえるのかわからない

図 表 ４　共 用 品 開 発 の問 題 点 と 課 題

評価を 踏 ま えー定 の 基準 を もっ て判 .断し てい る

団体の資料 4)、メ ーカ ーな どが障害 者に も使い や

すい と思 われる製品 とし て公表し てい る資料 5)、

高齢者向け機 器情報 を掲 載した刊行 物 6)など から

収集 した製品情報を用い た。

上記資料 などを用い、市販製品 から高齢者や障

害者、また健 常者にとっ ても使いや すいとさ れる

製品情報 を収集し．その 製品から共 用的 な配慮デ

ザ イン設計 と思 わ れる 項 目を バリ アフリ ーデ ザ

イン要素 として抽出 ･整 理した。対 象とした ｢誰

で もが使い やすい製品 ｣は 市 販生 活用品約 ７００

製品．ここ からバリアフリ ーを 実現 しているデ ザ

イン要素 (バ リ アフリ ーデ ザ イン 要素 )と して約

２００項 目 を抽出 した。抽 出 した要素 には、使用

上のバリ ア (使 いにく さなどの使用 上の障害 )を

解決する方向 として ｢誰 に とっ て も使いやすくす

興な やた 夥儖 の電 屬ス イフ チ

大きな表示文字（釣sｍａ）
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図 表 ５　バ リ ア フ リ ーデ ザ イン 要 素 の抽 出 例　　 る デ ザ イン （バ リ ア の ユ ニ バ ーサ ル な解 決 ）」、

「主 に 障 害 者 や 高 齢 者 に と っ て の 使 い や す さ を

向 上 させ る デ ザ イ ン （バ リ ア フ リ ーな 解 決 ）」、「専 ら 健常 者 の 使 用 性 の 向 上 を は か っ て い る デ ザ イ ン

で あ る が バ リ ア も 解 決 （ユ ース フ ル な 解 決）」な ど が 含 ま れて い る 。

5-2バ リ ア フ リ ーデ ザ イ ン 要 素 の 分 類 項 目

製 品 と 人 と の 接 点 は 製 品 情 報 の 入手 や 製品 選択 から 始 ま る が 、こ こ で は 製 品 本 体 で 必 要 な 配慮 や 工 夫

を 中 心 に 考 え る 。

共 用 品 の 要 素 項 目 に は 、ま ず 製品 が どこ にあ るの か とい っ た 所 在 位 置 の 確 認 に 始 ま り 、製 品 に対 す る
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アプローチ 、ア クセ スの容 易性、さ らにはその 製品 に関する情報 、例 え ば、ど んな内容の 製品であ るの

共用化の目的 事　　 例

|.製品所在の認知性 音 声 ・表 示 音 、光 な ど

2.ア プ ロ ーチ ･ア ク セ ス の 容 易 性 位置 ･寸 法 など

3.識別の容易性

3-l商品情報 内 容 ・賞 味 期 限 ･色 ･メ ーカ な ど

3･2操 作情報 凸表示 、点 字 表示 、音 声表示 など

4.操作の容易性 省力 化、自 動化、軽 量化、操 作性向上 （大 型 化、単 純化、

巧緻 動作不要 、開 封 性、調 節 など）

5.取り扱い方法の情報 テープ 説明轡 、音 声ガ イド など

6.保 守 ･管 理 電池交換、消 耗品交 換、廃 棄 など

図 表 ６　共 用 品 の 要 素 項目

か 、色 は 何 色 な の か 、食 品 な ど で あ れ ば 賞 味 期 限 は 等 の 識 別 性 が あ る 。ま た 、操 作 ボ タ ン が ど こ にあ る

の か とい っ た 位 置 や 機 能 の 情 報 な ど も 識 別 の 容 易 性 の 項 目 に 含 め た。

実 際 の操 作 場 面 で は 、軽 く て 取 り扱 い が 楽 、複 雑 な動 作 が い ら ない な ど 省 力 性 、自 動 化 の よ う に 製 品

全 体 に か か わる 操 作 の 容 易 性 、ま た 入力 装 置 や 出 力 確認 に お け る 操 作 の 容 易 性 な ど 部 分 に か か わる 要 素

項 目 も あ る 。

取 り 扱 い 方 法 の 情 報 や 保 守 管 理 、廃 棄 な ど の バ リ ア フ リ ー化 も 共用 品 と し て の 重 要 な 項 目 で あ る 。

製 品 へ の アプ ロ ーチ か ら 保 守 ･廃 棄 まで の ユ ーザ ーの 行 動 順 に バ リ ア を解 消 す る 設 計 要 素 を まと め た

もの を 図 表 ６に 示 す 。

5-3市 販 製 品 に 見 る 共 用 品 の 配 慮 設 計 事 例 の 分 類

共 用 品 は 日常 生 活 の 様 々な 場 面 に広 が っ てい る 。そ れら 市 販の 共 用 品 に は 具 体 的 に ど の よ う な 設 計 や

デ ザ イ ン上 の 配 慮 や 工 夫 が あ る だ ろ う か。

図 表 ７は 市 販 の 共 用 品 と 思 わ れ る 製 品 か ら 抽 出 し た 主 に視 覚 に か か わ る 配 慮 や 工 夫 を 分 類 し た もの で

あ る 。抽 出 し た 配慮 や 工夫 は 、全 体 に 関 る 項 目 （構 造 的 な 要 素 と 機 能 的 な 要 素 ）、操 作 な ど イ ン タ ーフ

ェ ース に関 る 項 目 、オ プ シ ョ ン や 取 扱 説 明 書 な ど の 項 目 に 整 理 し 、そ れ ぞ れの 事 例 を あ げ た 。

イ ン タ ーフ ェ ース に 関 る 項目 で は 、視 覚 に 関 連 す る 事 例 と し ては 視 覚 の 負 担 を 軽 減 す る も の 、視 覚 を

代 替 す る もの と し て 聴 覚 ・触 覚 な ど 他 の 感 覚 を活 用 し た も の が あ る。

具 体 的 な 事 例 で は 、構 造 ･機 能 に 関 す る もの と し て「紛 失 を 防 止す る た め に 部 品 が 外 れ な い （家 電 製

品 、玩 具 ）」「倒 し て も中 身 が こ ぼ れ な い （容 器 ）」「押 す だ け で 適 量 が 取 り 出 せ る （容 器 ）」等 が あ

る。（　）内 は 製 品 事 例

操 作 や 表 示 な ど で は わ か り や す い フ ィ ード バ ッ クを 返 す こ と 、基 準 点 を わか り や す く す る こ と 、エ ラ ー

を 許 容 す る 設 計 で あ る こ と な ど が ポ イ ント と な る 。

具 体 的 な 製 品 事 例 に は 「操 作 状 態 を 音で 確 認 で きる （家 電 製 品 ）」「測 定 値 を 音 声 で 表 示 （家 電 製 品 、

測 定 器 ）」「高 齢者 に も 見 や す い 、コ ント ラ スト の 高 い 色 彩 を 用 い た 表 示（家 電 製 品 ・リ モ コ ン ）」「大

きな 活 字 （約 ３ｍｍ）の 辞 書 （出 版 ）」「切 り欠 きの 形 状 で 種 類 が 、位 置で 挿 入方 向 が わか る プ リ ペ イ

ド カ ード （公 共 ）」「基 準 ボ タ ン に 凸 形状 の 識 別 マ ーク が あ る （家 電 製 品 ･通 信 機 ）」「表 示 の 数 字 が

凸 字 で 触 っ て わ か る（家 電 製 品 ）」「入 ／切 の 状 態 に 高 低 差 を設 け 、触 っ て わ か る ス イ ッ チ（家 電 製 品 ）」

「呼 び出 し を 振 動 で 伝 え る （通 信 機 ）」「ボ タ ン が 光 っ て 手 順 を 教 え る （通 信 機 ）」な ど が あ る 。
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市 販製品 の配 慮デ ザイン分類（視 覚 編 ）。ｊ　　ｒ位 置･レ･fアウト 畠乱取りだし口
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た自動販巻柵
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構透 ・榎 構の 配 慮　

エ

ー一 祠 二
雪 r:二 :;::7;:X:’で きる淙体審掴

音　　　　 選岡 など の 操作 の 基準点 で 信 号會 ので る 携帯 ラ ジ オ
聴 党 的 配 慮 付 加 祠

:二 二

声 ・音 量　 計 量結 果 を音 声で 教 える `ル ス メータ

諡
に
で
も
使

い
や
す

い
配
慮
デ
ザ
イ
ッ

製
品

知 り たい 悁竦 を 文字 で 表示 する ラジ オ

押 した と きボ タン が 光り 、確 認 が容 簒 な電 話 機

高齢 で も見 や すい 色彩 と コン トラ スト の リモ コ ン

大聖 の ボタ ンで 大 きい 表示 文字 の 電話 機

植 栽ご と に 違う 髟の ポ タン にし たテ レピ リ モ コ ン

シ ャンプ ー容 器 の價 酉 に ギザ をつ けり ン スと区 別

文字 が凸 状に 立 体に な っ ている

スイ ッ チの 位置 で現 在 の状Ｓが わ かる コ ント ロ ーラ

柔 ら かい 素材 で、触 っ て残量 がわ かる

鎗皿 を猫 勣 で知 ら せる 携 帯電話 機 ･

色 ご とに 違 う匂い の つい てい る 12色 カラ ーペ ン

皿 別 用の 点字 シ ール を 希輿 奮に 配 付す る玩 輿

後 で 手 すり を付 けら れるよ うに して あ る住宅 の曁

視 党的 配慮 付 加イン タ ーフ ェ ース 配慮

触覚 的 配慮 付 加

喚覚的Ｓ!jl付加 一 匂い、香 り

オプ ショ ン 留品
オプ ショ ンの 取 付 け

爿 :二二
.-．..＿、_。ｊ４j

‾’‾‾　　”‾‾　　`一 一 オプ ショ ン取 付機 構 一　 後で手すり 奄付犲られるようにしてある住宅の曁

聴覚 的 配慮 電話番号など詮豐手順の音戸ガイド付きの電話機

取 扱 説明 の 配 慮　　　　　　 本体 に 付加　　
Ｊ二

観覚 的 配慮　 次の鋤作のボタンが光り乎●を軟える電子レンジ冂 二二

取 り 扱い 説明 書　　　　 聴 覚 的 配慮　 カセッ 1テ ープの説明書が用意 t,てある洗灌機玉
視党 的 配慮　 ピデオによる説閹●が還付してあるワープロ

触 覚 的 配慮　 同じページに点字と通常の印刷がある蠢絹●

図 表 ７　市 販 製 品 の 配 慮 デ ザ イ ン 分 類

54.バ リ ア フ リ ーデ ザ イ ン ア イ デ ア リ ス ト の 作 成

抽 出 し た バ リ ア フリ ーデ ザ イ ン 要 素 を図 表 ７に 基 づ き分 類 ･整 理 し て 作 成 し た も の が 巻 末 に 例示 す る

「41の バ リ ア フリ ーア イデ ア （人 に や さし い 製品 開発 の た め の バ リ ア フ リ ーデ ザ イ ン ア イデ アリ ス ト

＜視 覚 対 応 編 ＞）」で あ る 。リ スト で は市 販 製品 の事 例 、設 計 の ポ イ ント 、参 考 事項 、ア イデ ア の展 開

等 に つ い て ま と め た 。こ の リ ス ト の ア イ デ ア を 活 用 し た 機 器 設 計 の 事 例 を 図 表 ８に 示 す 。

●左 利きでも侠い やすく (4)

口 樽作碕に無理 な姿勢にならない (4)

口 ●ボ タンの形も手掛 かりに (3)(4)

ロ ユ ース フ ル製品該 当項目

■バ リア解 消設計 製品該当項 目

●共 用設 計製品該当 項目

●エ ラーを アラ ーム で知らせる (1)

●腫 触つてもわ かる浮 き出 し文字 (3)

口 ■ど のス イッ チにも手が屆 きやすい (2)(4) 口 ●入 力 が 光 な ど で 確 詰 で きる（4）

口 ●大 型 で は っ きり 畏 示（4〉

口 ●奴 り 込 ん だ 便 用 機 艇（４）

口 ●現 在 の 状Ｓを わ かり や す く（4）

口 ●は っきり とフィード バ ックを返す (４)

口 ●各 キー1機 能に対応 (4)

口 ●音 声 も活用 (4)　　　4匆

●蕃 単点 に凸 型衷示 (３)回

口 ●わ かり やすい日本晒 喪示 (3)(4)

付帯製品との関俸
口 装λ方向を

間違えない
迄

卜。
皿別■ス トッパーの あ る回 転つまみ (４)

囗 朧 スィフチの位置 をわかり やすく (3)(4)
口 ●コ ントラストのあ る色彩 (3)(４)

口 ●外 れて なく ならない電池董 (4) ●多 数 の ボ タン に は 中 心 に 凸 （3）

●ス イッ チ に 点 字 表 示（3）ロ カセットの挿入の しやすさ（４）

図 表 ８　バ リ ア フ リ ーア イデ ア リ スト を 参 考 にし た 共用 化 要 素 の 適 用 例

8.ま と め

製 品 を より 多 く の 大 に使 い や す く す る こ と は 、製 品 を 使 う 人 の 目 的 、ラ イフ ス タ イ ル、使 用 環 境 な ど

と 身 体 機 能 や 知 的 機 能 の 状 況 な ど 多 く の 要 素 が 関 連 し て い る た め 、簡 単で は な い 。し かし な が ら 、本 リ

スト の ア イデ ア な ど の 配 慮 事 例 を 参 考 に 、「少 し で も 、よ り 多 くの 大 に」と い う 視 点 で 小 さ な 配 慮 を 積
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み重ねてゆくことが必要であると考える。そ の際に も「で きる限 り多 くの 大に、で きる 限り同 等に」使

用で きる製品に するため には、製品化のは じめから共用品 として の視点 をもって 開発す るこ とが不可欠

であ り、対 象障害 を持 っ た人の 開発への 参加 があるこ とが望 ましい。

共用 品開発を スタート させ、市 場 での評 価を得ながら改 良を加え 、よ り効 果的 な新 しい ア イデアや新

しい 共用 品を創造 してゆ くこと が、高 齢社会 におけ る企業 や設計者、デ ザ イナーの 腕の見せ 所であ り、

知恵 の使 いどころであ ろう。

●●●●●●皿 専 ●●皿 ●●●●艚 翩●驪 皿●●●●●慟 ●●●Ｉ●●●●皿 ●●●●●●●●憫 ●●●●●●　１

11jijj1

分類　 1.構造 ･機 構の配慮　　　　　　　 11.構造的配慮　　　　　　　　　 111.位置･レ イアウト

｢冫 苔 已 回 酉 所 司 冖 胛 呷 雫 彌 珊 弓 ＳＩIIli

｜ 多獎 健 の 製品 が 多 く な９て い る が 、で きる か ぎ り「○キ ーを 押 しな が ら 、●キ ーを

押 す 」的 な 躁作 を ぺ･め る
Cわ

かり や す く 、マ ニ コ.ア ル を£ヽＸ!としな い キ ー構 作
X

デ ザイ ン 設 計の ポ イン ト

め:喫的 に わか り やす い レ イ アウ ト （グ ルーピ ン グ 、形 慂 、色 彩 ）を ll火 す る．

咬 jl隲i疫 、爪 如 攵な ど で ゾ ラ イオ リ テ でを 付 け９埋 す る 、

キ ーの 人 き さやレ イア ウ ト 、形 状 な ピ デザ イン を l:夬 す る 、

０か ら 9ま で 独 夊した ポ タン なの で 操作 が容 易

（1
参 l;i）で 、温 立 的 に も わか り やす い 家 庭川 錠 114.胥 り･

を抑 し 込 む 方式 。触 っ て わか 乙 ので 暗 ぺ･み で 触

又 の みの 操 作 も IIr能 x

掟 雌1ご とに ク ル ーピ ン クし た キ ー配 列 の 操 作 バ

C３.冫 5tS　本 ル．わ か り ぺ･す く 、操 作 も容 易 にな る ので 、I霹 lぷ

操 作 も少 な（な る 。

（IEi）製 品ａ匱 は咬われてこそ生き乙 s無 駄な掟能はつけ ないふ d･を、競 合製品との関係で覡しい場 介もあるが、ａ計 吟 に既能の絞り 込みを |･分に
行う（呉 liを 制限する、破らす）ｇ使 いぺ･すさで競介製品との差別化を、

ま郤ぬ
キ ーの 詮が 減 らせ ない なら 、＆本 的 な

キ ーの み 篤 川 させ 、鮑 の キーは カ バー

の 内 訓に 肥ｉ.す る 、jRの 窓口 兔 芬皮 の

よ う に 、齊 吮 が 食 わる とμ 示 も変 わ乙

方式 も誤 り が 少 ない 、 φ 匹
擬覚 障肖 a･の 詞 在で は ，･度 に ,k1億で きる

妛£畝 は 7創 代.峻とい わ れ乙 s

ボ タ ン間 隔 はピ ッチ Ⅲ ｍｍ以 r.推 奨 と の 鳶

見 もあ る s
キ ート ッ プ の高 さを 変 え てのａ別 {,考 慮 ，

｜｜｜ＩＩＩＩＩＩＩ・１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１・｜11111111111

｢7て ･１内容 指標となる形状・レ イアウトを工夫　　　　　　　　　　　 ｜

畆:＆こ１分 類　　　 匹

{訓
肉の政９彫 状がポデンの位呎.の１掛 かり と

。゛　な 、ていゐ、鈴に１で 怜って訛う獎乙では磚‘21ﾐﾐ;?l}丶
しないでも訛え、触り てもわかりやすい ll人を 獎 15の 操 什 パ わ レ、リ モコ ン な どで は 、直 .接 ス イッ チ に 触ら な い で わ かる よ う に ボ

タン位 置 や 獎能 の ガ イド を 之 け る 、ま た 、ボ タ ンは 触 れ た以 度 で は 昨 釛 しな い よ う

に する x

デ ザイ ン 設 計 のポ イ ン ト

拝 にフ ラ ット パ ネル ス イッ チ の増 合 は 吹 J11占･の 夊増 に 夊り たデ ザ イン を llJこす る

（ス イ７チ の作 釛 可 魄 硴l川のＫ切 り、既 能 のａ別 、触 り た だけ で 作 動 し ない 、

フｆ－ド バ ッｙな ど）／;!Isii的 な 動作 が 出 淞る よ う幼 恥的 なＴ･掛 か り を 川 血す る ．

／無 意識 な 効 什を させ ない s

ボ タ ン の LIXlj4を怜で 1川ん だ 形状 を し てい る 11作

(?多
S麗 の 捉 ZS。凸 形状 な ど を 使い ．キ ーに 触 れ ず

に キ ーの 位匠 が わ かる よ う なデ ザ イン を ll火 。

ボ タン の ベース に な 、て い る 本 体ｓ分 のテ ク ス

．．ａφ　 彳`ヤ７を 食 えて わ か りや す く し た操 作 部 =91;石 冫 丶

触‘辺 的 に {､枇 覚 的 に も わか り ぺ･す い デ ザ イ ンで

rl冫 丶 脱覚 障 害 矜が 「見 る 」こ と ･触 るこ と で ある の で 一度に す べ て を 延雌 し て理 解 す る こ とは で き ない ．製 品 を理 解 す る叫 介、両 １を 馴 次 穆動 き
参 考　 ．､．、．．。ｓ八･-～･u　s４･-st･:･･､９乙 丿冫l.yヽ-､４１１･４･似ｓI･j-ｘ､.jl々ン 叭1叫は 「指 の λ･?丶｜位 が 淌 切 とい わ れ てい るａ

図 表　 「人 に や さ し い 41の デ ザ イ ン ア イ デ ア 」（ア イ デ ア リ ス ト の 一 部 を 例 示 ）

な お 、「41の バ リ ア フ リ ーア イ デ ア （人 に や さ し い 製 品 開 発 の た め の バ リ ア フ リ ーデ ザ イ ン ア イ デ

ア リ ス ト ＜視 覚 対 応 編 ＞）」（A4版 38ペ ージ ）に つ い て は 、下 記 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

〒H5-8586　東 京 都 北 区 西 が 丘 3-13-10　東 京 都 立 産 業 技 術 研 究 所　 製 品 科 学 技 術 グ ル ープ

電 話 03-3909-2151内 線 662，フ ァ ク シ ミ リ 03-3906-2182　担 当　 三 好 泉
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